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的所見及び結核菌の定量培奉に依りては吸入群､ 対照群との間に著明な差異を認める事が出来なかっ

たが､肺旅の組織学的所見に於ては或る程度の差異を認めた｡ 如ち吸入群は対照群に比し乾酪巣周囲

の増殖性反麿が盛んで且血管の拡張充盈が認められる｡

先に我々は臨床実験に依 ;)肺結核患者に M.M.A.ガスの吸入療法を行tlその約70%に曙疾､啄

噺及び啄疾中拝顔菌の減少を釆す事を経験した｡ この治療敬具の作用磯特に就て我}{は第-にガスの

有する抗結核菌性に基 くものと考へてゐたが､ 之は本動物実験の結果からすると余 り有力なものとは

考-られないo何故なれば定量培養実験に放て吸入群も対照群も差のない事を認めたからであるO

むしろこれよりも第二の作用激縛としてガス棒の刺激に依る肺組露の充血を取上げ慶いo 刺激が適

度であれば治癒磯韓を促進せしめる事が想像される｡

Slide･CultureMethod(S.C.M.紘)の追試
及其の変法に裁て
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蚤近発表ざれた BrryandLowryの ｢スライドカルチャーメソド｣(表1)は非常に短期間に結核菌

巣藩を､再も軍拡大鰐擬鏡にて検出揖釆る点に於で､臨界にも実験にも､可成 り麻用範囲の置い方法

と思惟されるが､ 此の方港は特殊の絡兵を要し叉操作の上にもや ｣不便な所があるo余はこの点を改

良し表2に表示した様な方法を考暴した0

第 1表 原 法

1.普通大 ｢オブェク ト｣に啄疾盤探､乾燥0

2.染色皿中にて 6%H2SO420分処規｡

3.染色皿 (滅菌蒸滑水を容る)各10分2回通過0

4.特製試験管 (キJL,t=ナ-培地)中にて培養0

5.節2,4,6E相 にとり出す｡

6.乾燥､熱固定､染色 (チーJL,ネ/レゼン法)0

7.枚鏡｡
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培地成分 ;キルヒナ-原液に0.5%の割に血清 ｢アル′ブ ミン｣を加えるO

(但し余の実験は5･-10%血清加)0
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算2黄 変 駄

1.･串 切 ｢オブ ェ ク ト｣▲に啄疾塗凍乾燥0

2.普通試験管内LJ{て6%fT2Sod20分処理｡

3.二瞥通試験管 (滅菌蒸滑水を容る)各10分2回通過｡

叉は普通試験管 (m/15燐酸盗駿衝液 p.H.7.0を容る)10分1回通過｡

4.普通試験管 (キルt=ナ-培地を替 る)-中にて37oCに培壬養0

5.5,7日目に取出す0

6.乾燥.熟固定.染色 (テールネルゼン法)0

7.枚鐘｡

培地成分 ;5-10%血清加 ｢キルセナ～｣培地o

この二つの方法を比較した実験では第3表が示す通 り大体同じ検出率を得たo

算3表 BerryandLewry法と余の三定法との比較成購 L

廿 廿

備考 ;廿 ･･････弱拡大で集落の見えるもの｡
+-･･･至搬拡大で集落の見えるもの〇
一･･･-弧拡大で も見えないもめo ＼

‡欠に余の S.C.M.港は捉乗の岡､ 片倉による堵疾培養法の代用となり得るか どうかを検討してみ

た｡ 第4表に示す通 り32例の ｢ガフキー｣0の啄疾のうち､岡､片倉培地に依ると21例のそれに菌を

E 貰4表 Fq,片倉決,集菌法と本法との比簸成績

培養 (岡,片倉法) 集衝 (5%硫酸) S. C. 班.

陽 ..性 21 8 7

陰 性 ll. 24 25 .

証明したのに対しS.C.M･法では7例に於てのみ菌が証明された｡ この成績は5%硫酸水菜菌法によ

る検出率把も僅かながら劣って慮るO 勿論油浸装置を使用すれば検出率は大いに上昇する筈で ある

が､それでは臨床検査として余 り有難い方詮とは云-なVIo

そこで検出を良くする目的で4%苛性曹達にて集菌した沈漆を約3% ｢ムチン｣溶液 (｢ムチン｣
は牛顎下線より抽出､精製す｡)と共に ｢オブ-ク日 に塗 りつけ､ 或は文集菌した洗液を少量の硫

酸にて中和して同様に操作して ｢スライドカルチャ-｣を行ったが､ 検出率は岡I,片倉培養法に比絞
してはるかに劣って居た｡ 次に ｢キル ヒナ'-｣培地に加-る血清の感度を増加すると､発生する集落

の数が槍加し､従って検料率も上昇する様である｡ こむ場合最適当な血清の濃度は40%前後の棟であ●

るが､この点は史に吟味してみたいO 之を要するに本法を従乗の岡､片倉培養法に代る噂荻の早期堵
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萎検出法たらしめるためには梅幾多改良工夫の要があると考-る｡ 併し本法は菌検出Aj外の目的に幾

多膝用の償値あるものと考える｡ 例-ば菌の発育型式の観察に適当である他､短期間に菌発育の有無

を観察出来る点に於て抗菌物質G)研究や消毒剤の検定等紅鮭用すれば非常に便利であらう｡ 此e>点に

就ても後 日報告の予定である｡

算5表 ｢スt･｣耐性菌検査成績

姓 名 性 年令 柄 .変 ~ ｢ス一.｣.｢スり中止 喋症の菌 ~ 廟 ｢｢スト｣合有壷ナ1C.C.

使 用 量 後 の期 間. 1 喜 3 4 5+ 士 10 50 100

港(⊃Efl 8 35 両側肺酷核 使用せず GlV + -

玉 (⊃ 8 26 同 上 同 上 GⅧ + + + -

同 A/y /y GⅧ + + + ー=土 -

供 ○ 8 29 両側肺酷核■ /y GlV 士

片 ○ 8 44 両側肺醇核及 腸 結 核 14二本 10日日 GV + 1- ′+ 士

同 /y 14本 20日日 GⅠ + 土 -

北 (⊃ 8 29 両側肺帯-核 35本 20日 GⅣ + =ヒ ±

同 /y /y 30日 GⅠ =土 士

1& 0 8 53 両側 肺紡核及Tl大空空洞 19本 約90日 G.Ⅱ 守- -

ノ若 o 8 44 両側肺結核 40本 . 約60日 G† + 1 1- + + 1-

小.(⊃ 早 33 両側肺締核及 腸 結 核 40本 約20日 GⅣ + + 十 1-

石 (⊃ 8 36 着 肺 結 核 40本 約30日 GⅠ + - -

岩 ○ 8 40 両側肺締核 10本 110日 G-Ⅰ + - -

汁 (⊃ 8 46 両側肺粁核 15本 206日 qⅠ - - -

攻に此の方法は ｢ストレプ 下マイシン｣耐性菌の検査に膝用し得る｡此事は既に欧米に2-3報告を

散見するが､我々も此点を検索し本法が甚だ便利な方法である事を確認したo 従来 ｢ス｣嘩性菌の検

出には患者啄疾 より分離培養した菌に就て ｢ス｣に対する抵抗性を調べる方法が多く用いられたO 之

には相当の日数を要するのであるが､ 多 くの研究者に依 り患者体内の結核菌は急速に ｢マイシン｣に

対する耐性を増加する事が知られた｡ 就中 RigginsandHinshaw･の詳細な研究によれば ｢ス｣を

使用し初めて第5-8週に急速に耐性を槍如し､ 中には ｢ス｣10γで発育が阻止された啄疾中の菌がそ
れから1週間後には1000γでも写芭首が阻止されない棟になった例さ-もある事が知られたoそこで体内

の菌が ｢ス｣に対し耐性を獲得したかどうかを迅速に知る事が臨床上極めて必要な事となったo 貴さ丘

米国では曝荻を硫酸処理して､ ｢ス｣合有の DubosIDabis培地に植える事により短期間に判定のつ

く方法が案出されてをり､叉阪大河盛等はS.C.C.を厳用して此目的を達せんとしてゐる.
余の方法 も亦此の目的に厳用し得るものであるO 実験方法は5-10%血清加 ｢キルt=ナー｣培地に

｢ス｣の連当量を混入して ｢スライ ドカルチャ-｣を:行仏､ 第5或は第7日目に取出し菌の:発育の状態

を検鏡するのである｡ 曝疾はあらかじめ三角 ｢コルベン｣中にて ｢ガラス｣球と共に震羨､或は ｢ホ

モデイナイザ-｣で震蕩するを可とする.実験成績は図表に示す通 りである｡ 之に依 り余の方法で大

体耐性菌の早期確認が田乗る事が判る. こ にゝ耐性菌というのは10γ以上の ｢マイシン｣済度に対し
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て対照と同様な顎宵を示すものを云うo

余の方法は啄疾結核菌が ｢ガフキー｣1号以上検出し得るものに裁て行ひ得るので それ以下の検量

の菌に対しては利用し難い点に大きな欠点を有するが､ 簡単に両も迅速に患者啄浜中の結核菌の薬物

に対する耐性を知 り得る点に於て太いIK臨界的な利用償値があると信する.
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SlideCultureMethodの改良に関する研究

山 本 一､ 番

緒 嘗 SlideCultureMethod に就いては､欧に米韓及び辻､発酵､田中によって報告され､

米津､片山の方港が､各稜の藤用方途を有することが確認されているO 但し啄萩中結核菌の早期培養

検出法としては､本法は従額の岡､片倉の培養法に比して､むしろ劣る成静が得られたo 余は主とし

て､此早期堵葦検出法に利用し得ることを目的として2,3検索を盲拭みたので､こ1に報告する｡

余は先づ次の野点に就いて吟味を企てたo

I) 前処置として集菌港殊にアルク1)集菌港を施すことによる検出率の向上0

2) 金津材料固定の強化.

3) 実験操作の簡略イヒ｡

今日迄の朗､余の目的とする所には連か紅さ基いのであるが､ -麻の実敵成績を述べて､今彼の努力

を期し庇いO

甘輸方法並に賓駿成績 集菌法として､2%苛性そ-ダ水を啄疾の約10倍量加え､ゴム栓した大型

スピッツグラス中にて時々振凌しっi20分間放置後､遠心 (3,000回20分)する方法を用いたO固定法

には啄疾或は遠心沈連を載物グヲ欠に塗沫後､ 種々の%の7'ルコ-ル中に種,zrの時間投入する方法と

アルカ1)法巣菌後無菌滑水にて洗い再び遠心し共沈波を塗沫乾燥固定する方法とを用いたO

其他の操作は米津法 (米津論文参照)に倣い､ 且つ対照として米律法によ､る成績と比較検討した｡

結核菌の発育状態を‡欠の梼準に基いて表示した｡

陰性 (±)･･.･････菌体個々に散在し､集落たく集合せるものも4個以下のもの

野庭湯性 (廿)････････集落の大きさが菌体5-30個より成るもの

張度溶性 (廿)･.･･････集落p大きさが菌倖30個掛上 より成るもの

三次に実換成績を総括表示する○


